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こ
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定
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設
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 新 設 新 設 新 設

18の２－イ 18の２－イ 18の２－ハ 18の２－イ 18の２－イ
冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の
用に供する原料処理施 用に供する原料処理施 用に供する洗浄施設 用に供する原料処理施 用に供する原料処理施種 類

設（1-(1)） 設（1-(2)） （2） 設（3-(1)) 設（3-(2)）

能 力 1,500kg／時 同左 500個／時 1,500kg／時 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 同左 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 同左 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和４年４月30日 同左 同左 同左 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 14時間 同左 16時間 14時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 7.0 8.0 7.0 8.0 9.6 11.0 0.2 0.2 0.2 0.2
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 4.0～8.6 4.0～8.6
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 300 600
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 100 200

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 150 300
同左 同左 同左 同左

油 分（㎎／Ｌ） 10 30

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 5 10

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 2 5

大腸菌群数（個／㎤） － －

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 新 設 新 設

18の２－イ 18の２－ハ
冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の
用に供する原料処理施 用に供する洗浄施設種 類

設（4) (5）

能 力 650袋／時 12個／時

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和４年４月30日 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ ８時間 ２時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.1 0.1 0.5 0.6
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 4.0～8.6 4.0～8.6
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 300 600
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 100 200

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 150 300
同左

油 分（㎎／Ｌ） 10 30

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 5 10

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 2 5

大腸菌群数（個／㎤） － －

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 新 設

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 2-(1)

種 類 膜分離活性汚泥処理

構 造 鋼板＋コンクリート

原水槽・調整槽・放流槽部分
主 要 寸 法 幅6.05ｍ×長さ12.825ｍ×高さ6.55ｍ

膜分離活性汚泥槽部分
幅7.7ｍ×長さ20.6ｍ×高さ5.25m

能 力 最大150㎥／日

処 理 の 方 法 膜分離活性汚泥法

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 令和４年４月30日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和４年４月30日

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間
の概要

使用時において 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（㎥／日） 130 150 130 150
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 4.0～7.0 4.0～7.0 5.8～8.6 5.8～8.6
常の量及び最大

 の量 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 600 1,500 30 160

ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 200 500 30 160

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 600 1,200 40 200

油 分（㎎／Ｌ） 30 60 5 30

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 60 120 10 120

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 8 16 1 16

大腸菌群数（個／㎤） <3,000 <3,000 <3,000 <3,000
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(5) 排水口に関する事項

． （ ）排 水 口 番 号 Ｎｏ．１（雨水） Ｎｏ．２（雨水） Ｎｏ．３（工程排水） Ｎｏ ４ 生活系排水

区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） － － 130 150 3 6

ｐ Ｈ － － 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6

 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） － － 30 160 20 20

ＣＯＤ（㎎／Ｌ） － － 30 160 30 30

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） － － 同左 40 200 50 50

油 分（㎎／Ｌ） － － 5 30 2 2

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） － － 10 120 20 20

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） － － 1 16 3 3

－ － <3,000 <3,000 <3,000 <3,000大腸菌群数（個／㎤）

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 令和４年１月25日から同年２月15日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び津山市役所
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 新 設 廃 止 廃 止

63－ホ 63－ホ

66 65
金属製品製造業又は機 65 金属製品製造業又は機

種 類 電気めつき施設（ＡＩ 酸又はアルカリによる
械器具製造業（武器製 酸又はアルカリによる 械器具製造業（武器製

（ ）造業を含む ）の用に 表面処理施設（ＢＢ１ 造業を含む ）の用に。 。２） 表面処理施設 ＡＦ１
供する廃ガス洗浄施設 ～５） 供する廃ガス洗浄施設
（ＡＤ） （Ｊ１～14）

能 力 4.5㎥／日 5.5㎥／日（５基） 1.26㎥／日 ４㎥／日（14基） 43.2㎥／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 － 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間 同左 同左 － 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 完成後１週間 同左 同左 － 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 3.6 4.5 22 27.5 1.0 1.3 44.8 56 34.6 43.2
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6.5～9.0 10～12 3～5 6.5～7.5 2～6
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 3未満 3 20,000 20,000 930 1,050 3 5 0.6以下 6
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 5未満 5 10,000 10,000 1,300 1,450 15 20 0.6以下 6

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 5未満 5 50 50 33 40 1 5 2以下 5

油 分（㎎／Ｌ） － － 5 5 0.5以下 0.5 1未満 1 0.5以下 5

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） － － 1,500 1,500 520 580 2.5 5 0.2以下 2

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） － － 0.5 0.5 0.02以下 0.02 0.02 1 0.02以下 0.2

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） － － 10 12 3未満 3未満 － － 0.5以下 3.0

アンモニア,アンモニウム

－ － － － 100以下 100 － － 10以下 10化合物,亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

ほう素（mg／Ｌ） － － － － 10以下 10 － － － －

備考１ 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。

備考２ 複数設置する施設から排出される汚水等の量は各特定施設からの排水量の合計を示す。
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区 分 廃 止 廃 止 廃 止

65 6565
酸又はアルカリによる 酸又はアルカリによる種 類 酸又はアルカリによる
表面処理施設（ＡＪ１ 表面処理施設（Ｏ１～表面処理施設（Ｎ）
～３） ２）

能 力 26.1㎥／日（３基） 13.1㎥／日 9.2㎥／日（２基）

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 同左 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 同左 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 同左 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 62.6 78.3 10.5 13.1 14.7 18.4
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 9～11 9～11 2～6
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 50 63 50 63 0.6以下 6
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 100 125 100 125 0.6以下 6

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 65 81.3 65 81.3 2以下 5

油 分（㎎／Ｌ） 9 11.3 9 11.3 0.5以下 5

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 1 1.3 1 1.3 10以下 10

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.4 0.5 0.4 0.5 0.02以下 0.2

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） － － － － 0.5以下 3.0以下

アンモニア,アンモニウム

－ － － － 10以下 10化合物,亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

ほう素（mg／Ｌ） － － － － － －

備考１ 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。

備考２ 複数設置する施設から排出される汚水等の量は各特定施設からの排水量の合計を示す。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 Ｎｏ．３工程排水処理施設 同左

種 類 工程排水処理 同左

構 造 鉄筋コンクリート 同左

主 要 寸 法 Ｗ18,800mm×Ｌ33,000mm×Ｈ5,000mm 同左

能 力 759㎥／日 同左

処 理 の 方 法 凝集沈殿,ｐＨ調整 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 工事着手後１週間

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後１週間

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並び
にその使用に季節的変動がある場合はその概 連続24時間 同左
要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（mg／Ｌ） 611.9 665.1 611.9 665.1 581.8 640.4 581.8 640.4
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 6～9 6～9 6～8.1 6～8.1
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 20 20 9 14

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 32 32 9 14

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 250 250 16 16

油 分（mg／Ｌ） 5 5 5 5

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 14 14 12 14

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 5 5 1.4 2 同左

Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 0.2 0.2 0.1以下 0.1

ふっ素（mg／Ｌ） 4 8 4以下 8以下

ほう素（mg／Ｌ） 0.4 4 0.4 4

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） － － － －

アンモニア,アンモニウム

14 14 12 14化合物,亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）
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区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 Ｎｏ．４工程排水処理施設 同左

種 類 工程排水処理 同左

構 造 鉄筋コンクリート 同左

主 要 寸 法 Ｗ18,500mm×Ｌ15,200mm×Ｈ6,000mm 同左

能 力 1,500㎥／日 同左

処 理 の 方 法 凝集沈殿,ｐＨ処理 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 工事着手後１週間

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後１週間

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並び
にその使用に季節的変動がある場合はその概 連続24時間 同左
要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（mg／Ｌ） 1,040.5 1,484.9 1,040.5 1,484.9 938.3 1,357.2 938.3 1,357.2
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 6～9 6～9 6～8.1 6～8.1
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 20 20 9 14

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 32 32 9 14

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 250 250 16 16

油 分（mg／Ｌ） 5 5 5 5

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 14 14 12 14

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 5 5 1.4 2 同左

Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 0.2 0.2 0.1以下 0.1

ふっ素（mg／Ｌ） 4 8 4以下 8以下

ほう素（mg／Ｌ） 0.4 4 0.4 4

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 2 2 2以下 2以下

アンモニア,アンモニウム

14 14 12 14化合物,亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ａ

変 更 前 変 更 後
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 4,500.3 6,063.2 4,368 5,910.8

ｐ Ｈ 6～8.5

ＢＯＤ（mg／Ｌ） 7 9

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 7 9

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 12 20

油 分（mg／Ｌ） 1 7

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 9 14

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.9 1.5

Ｐ ｂ（mg／Ｌ） 0.1以下 0.1以下

Ｃｒ （mg／Ｌ） 0.005以下 0.005以下 同左6＋

全Ｃｒ（mg／Ｌ） 0.01以下 0.01以下

Ｃ ｕ（mg／Ｌ） 0.3以下 0.3以下

Ｆ ｅ（mg／Ｌ） 1以下 1以下

ふっ素（mg／Ｌ） 2以下 5

ほう素（mg／Ｌ） 0.2 2

大腸菌群数 個㎤ 3,000以下 3,000（ ）

アンモニア,アンモニウム

3 10化合物,亜硝酸化合物及び

硝酸化合物（mg／Ｌ）

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 令和４年１月25日から同年２月15日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び瀬戸内市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
七
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
四
十
九
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

）
）
。

、

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局

名
称

所
在

地
指
定
年
月
日

マ
ス
カ
ッ
ト
薬
局
久
米
南
店

久
米
郡
久
米
南
町
神
目
中
７
９
４
－
７

R
３
.
1
2
.
１
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
八
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ

た

）
）
。

っ

、

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局

名
称

所
在

地
廃
止
年
月
日

坂
本
内
科
小
児
科
医
院

備
前
市
香
登
本
５
６
１

R
３
.
1
1
.
3
0
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

金
屋
国
分
寺
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
・
六
～

津
山
市
瓜
生
原
字
中
山
八
一
番
一
地
先
か
ら

津
山
市
国
分
寺
字
甚
九
田
八
二
九
番
一
地
先
ま

新

三
五
五
・
七

二
四
・
五

で

四
・
九
～

津
山
市
瓜
生
原
字
中
山
八
一
番
一
地
先
か
ら

津
山
市
国
分
寺
字
甚
九
田
八
二
九
番
一
地
先
ま

旧

三
五
五
・
七

一
五
・
三

で
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〔
二
四
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ゆ
め
タ
ウ
ン
井
原

所
在
地

井
原
市
下
出
部
町
二
丁
目
一
一
番
一
三
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
イ
ズ
ミ

住
所

広
島
県
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
三
丁
目
三
番
一
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

山
西

泰
明

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

ア

名
称

株
式
会
社
ス
イ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン

住
所

兵
庫
県
神
戸
市
西
区
高
塚
台
五
丁
目
四
番
地
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

富
川

俊
昭

イ

名
称

株
式
会
社
ネ
ク
サ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

住
所

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
七
番
一
三
号

福
永
ビ
ル
二
階
Ａ
号
室

代
表
取
締
役

原
本

一
正

（
変
更
後
）

ア

名
称

株
式
会
社
不
二
家
神
戸

住
所

兵
庫
県
神
戸
市
西
区
高
塚
台
五
丁
目
四
番
地
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

富
川

俊
昭

イ

新
規
入
店
の
た
め
追
加

４

変
更
年
月
日

令
和
三
年
四
月
一
日
ほ
か

二

届
出
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
二
十
七
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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〔
二
五
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ゆ
め
マ
ー
ト
美
作

所
在
地

美
作
市
楢
原
下
字
土
屋
敷
一
二
六
八

一
ほ
か

－

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
イ
ズ
ミ

住
所

広
島
県
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
三
丁
目
三
番
一
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

山
西

泰
明

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

ア

名
称

有
限
会
社
キ
ム
ラ

住
所

勝
田
郡
勝
央
町
石
生
一
六
四
六
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

木
村

正
憲

イ

名
称

株
式
会
社
ス
イ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン

住
所

兵
庫
県
神
戸
市
西
区
高
塚
台
五
丁
目
四
番
地
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

富
川

俊
昭

ウ

名
称

株
式
会
社
ウ
ィ
ル

住
所

広
島
県
大
竹
市
晴
海
一
丁
目
六
番
一
〇
号

代
表
取
締
役

烏
田

克
茂

エ

名
称

株
式
会
社
ネ
ク
サ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

住
所

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
七
番
一
三
号

福
永
ビ
ル
二
階
Ａ
号
室

代
表
取
締
役

原
本

一
正

（
変
更
後
）

ア

退
店
の
た
め
削
除

イ

名
称

株
式
会
社
不
二
家
神
戸

住
所

兵
庫
県
神
戸
市
西
区
高
塚
台
五
丁
目
四
番
地
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

富
川

俊
昭

ウ

新
規
入
店
の
た
め
追
加

エ

新
規
入
店
の
た
め
追
加

４

変
更
年
月
日

令
和
三
年
四
月
一
日
ほ
か

二

届
出
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
二
十
七
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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〔
二
六
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ゆ
め
タ
ウ
ン
山
陽

所
在
地

赤
磐
市
下
市
四
七
三
番
地

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
イ
ズ
ミ

住
所

広
島
県
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
三
丁
目
三
番
一
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

山
西

泰
明

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

名
称

株
式
会
社
マ
ル
シ
ン

住
所

瀬
戸
内
市
長
船
町
飯
井
一
五
九
七

二

－

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

新
井

義
幸

（
変
更
後
）

退
店
の
た
め
削
除

４

変
更
年
月
日

令
和
三
年
八
月
三
十
一
日

二

届
出
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
二
十
七
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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〔
二
七
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ゆ
め
タ
ウ
ン
久
世

所
在
地

真
庭
市
惣
一
六
四
番
地
の
一
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
イ
ズ
ミ

(1)

住
所

広
島
県
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
三
丁
目
三
番
一
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

山
西

泰
明

名
称

株
式
会
社
い
な
い

(2)

住
所

鳥
取
県
倉
吉
市
河
原
町
一
七
七
〇
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

稲
井
陽
一
郎

名
称

有
限
会
社

家
具
の
サ
ダ
カ
タ

( )3

住
所

真
庭
市
惣
一
八
八
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

定
方

雅
義

名
称

株
式
会
社
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト

( )4

住
所

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
一
丁
目
七
番
四
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

堀
江

康
生

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

(1)
（
変
更
前
）

ア

名
称

株
式
会
社
い
な
い

住
所

鳥
取
県
倉
吉
市
河
原
町
一
七
七
〇
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

天
野

達
也

イ

名
称

有
限
会
社

家
具
の
サ
ダ
カ
タ

住
所

真
庭
市
惣
一
八
八
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

定
方

健
二

（
変
更
後
）

ア

名
称

株
式
会
社
い
な
い

住
所

鳥
取
県
倉
吉
市
河
原
町
一
七
七
〇
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

稲
井
陽
一
郎

イ

名
称

有
限
会
社

家
具
の
サ
ダ
カ
タ

住
所

真
庭
市
惣
一
八
八
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

定
方

雅
義

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

(2)
（
変
更
前
）

ア

名
称

株
式
会
社
金
泉
園

住
所

津
山
市
宮
脇
町
一
番
地
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代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

金
田

宗
大

イ

名
称

株
式
会
社
い
な
い

住
所

鳥
取
県
倉
吉
市
河
原
町
一
七
七
〇
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

天
野

達
也

ウ

名
称

有
限
会
社

家
具
の
サ
ダ
カ
タ

住
所

真
庭
市
惣
一
八
八
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

定
方

健
二

（
変
更
後
）

ア

退
店
の
た
め
削
除

イ

名
称

株
式
会
社
い
な
い

住
所

鳥
取
県
倉
吉
市
河
原
町
一
七
七
〇
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

稲
井
陽
一
郎

ウ

名
称

有
限
会
社

家
具
の
サ
ダ
カ
タ

住
所

真
庭
市
惣
一
八
八
番
地
の
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

定
方

雅
義

４

変
更
年
月
日

令
和
三
年
三
月
一
日
ほ
か

二

届
出
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
二
十
七
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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〔
二
八
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土

交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

岡
山
市
、
総
社
市
、

赤
磐
市
、
和
気
町
、

久
米
南
町
、
美
咲
町
、

吉
備
中
央
町 

測

量

区

域 

基
本
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
る

高
精
度
標
高
デ
ー
タ
整
備
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
一
号

昭
和
四
十
七
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
二
号
（
選
考
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
の
範

囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

別
表
一
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

建

築

士

16

附

則

こ
の
公
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
号

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者
を
次
の

と
お
り
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
一
月
二
十
五
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

変
更
内
容

１

変
更
前

代
表
者

那
須

信
行

２

変
更
後

代
表
者

那
須

信
行

小
倉

誠

二

変
更
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
九
日
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